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研究成果の概要（和文）：本研究課題に関する成果として挙げられるのは、日本語教育支援の捉え直しへの提言
である。海外の日本語教育支援の基礎研究として、歴史的な系譜を調査した結果、①日本語普及、国際文化交
流、国際協力等の複数の文脈からマクロな影響を受けていること、②個別の現場では、各現場の背景や人材の相
互作用によりミクロの文脈が形成されることが明らかになった。つまり、実践現場を、支援者・被支援者による
双方向の実践行為として捉える視点の重要性が示された。さらに、同支援は独自の文脈で発展した経緯から、理
念が共有されないことにより、現場での混乱が生じていた。途上地域における外国語学習における理念を掲揚す
る重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Outcomes related to this research project include proposals for rethinking 
support for Japanese-language education. As a basic study of support for Japanese-language education
 overseas, a survey of historical genealogy revealed (1) that support is influenced macroscopically 
by multiple contexts, including Japanese-language promotion, international cultural exchange, and 
international cooperation, and (2) that at individual sites, micro contexts are formed by the 
interaction of background and human resources at each site. In other words, the study showed the 
importance of a perspective that views the field of practice as an interactive act of practice by 
the supporter and the supported. In addition, the support has developed in its own context, and the 
lack of a shared philosophy has led to confusion in the field. The importance of upholding the 
principles of foreign language learning in developing regions was suggested.

研究分野：日本語教育
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、日本語教育支援の歴史的系譜を調査し複数の文脈からのマクロな影響を明らかにし、質
的調査により現場でのミクロな文脈を描いた上で、マクロ・ミクロの相互作用を明らかにした点である。支援者
と被支援者の双方向の実践行為として現場を捉える視点を示し、理念の共有が不可欠であることを提言した。
社会的意義としては、実践現場での混乱を減らし、効果的な支援を提供する指針を示すことが挙げられる。ま
た、支援現場のマクロな位置付けだけではなく、個別の現場でその現場の背景を捉え、人材との協働をすすめる
重要性が明らかにされたことにより、支援者に具体的な指針を提供し、支援の質を向上させることが期待され
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、日本語教育支援の一定の成果の認められる地域として東欧のブルガリア国を研究対
象とする。ブルガリア国は 1981年から 2011年までの 30年間、様々な形の公的な日本語教育支
援を受けた国である。支援終了から約 10年が経ち、現在は民間の日本語学校の活動も見られる
等、新たなフェーズに入っていることが確認できる。 
 
２．研究の目的 
本研究においては、当初、散見される基礎史料を収集・編纂するだけでなく、現地での関係者
への聞き取り調査を実施した上でその 30年に渡る支援を記録することを目的としていた。そし
て今日の現状調査を踏まえ、同国における日本語教育支援を総合的に分析し、海外の日本語教育
支援における構造モデルを作成することを目指していた。 
 
しかし、コロナ渦による渡航の制限のため、フィールドでの調査を行えない時期が長く続いた
ため、研究課題を転換することを迫られた。そして、同時期に進めていた文献調査を手掛かりに、
ブルガリア国における日本語教育を一つの成功事例として記録するという本研究の前提を捉え
直した上で、次のように目的をマクロ・ミクロな観点からそれぞれ設定した。 
 
 
◾マクロな観点からの研究目的 
「海外の日本語教育支援」そのものの学術的位置付け及び、歴史的位置付けが曖昧であり、特
に、国際協力の文脈では特に日本語教育の存在そのものが不可視化されていることが明らかに
なった。そのため、日本語教育分野だけではなく国際協力・教育開発の分野など、多分野横断的
に捉えた上で日本語教育支援の系譜を作成し、それが不可視化された理由を明らかにする必要
がある。 
 
◾ミクロな観点からの研究目的 
「海外の日本語教育支援」の現場は、海外の日本語教育の教室であり、そこに何らかの支援が
関わっている。日本語教育の領域では、しばしば「海外の日本語教育」とされる。それゆえ、こ
れまでは日本語教育支援の枠組みについて現場から捉えられることもなければ、日本語教育支
援の総体が検証されることもなかった。そのため、日本語教育だけではなく、日本語教育支援と
いう全体の営みを捉える必要があると考えた。 
 
 
３．研究の方法 
 

ॕॖマクロな観点における目的のための研究方法 
日本語教育支援を行う公的団体が公開している文書をはじめとして、国際文化交流、日本語普及
など、日本語教育支援が関わる文献調査を行った。 
 

ॕॖミクロな観点における目的のための研究方法 
日本語教育支援の現場に多様な立場から長期間にわたり携わった人物を対象に、インタビュー
調査を行った。インタビューの語りを質的に分析し、結果をまとめた。 
 
４．研究成果 
 
本研究課題に関する成果として挙げられるのは、日本語教育支援の捉え直しへの提言である。
海外の日本語教育支援の基礎研究として、歴史的な系譜を調査した結果、①日本語普及、国際文
化交流、国際協力等の複数の文脈からマクロな影響を受けていること、②個別の現場では、各現
場の背景や人材の相互作用によりミクロの文脈が形成されることが明らかになった。つまり、実
践現場を、支援者・被支援者による双方向の実践行為として捉える視点の重要性が示された。さ
らに、同支援は独自の文脈で発展した経緯から、理念が共有されないことにより、現場での混乱
が生じていた。途上地域における外国語学習における理念を掲揚する重要性が示唆された。 
 
本研究の学術的意義は、日本語教育支援の歴史的系譜を調査し複数の文脈からのマクロな影響
を明らかにし、質的調査により現場でのミクロな文脈を描いた上で、マクロ・ミクロの相互作用
を明らかにした点である。支援者と被支援者の双方向の実践行為として現場を捉える視点を示
し、理念の共有が不可欠であることを提言した。 
社会的意義としては、実践現場での混乱を減らし、効果的な支援を提供する指針を示すことが挙
げられる。また、支援現場のマクロな位置付けだけではなく、個別の現場でその現場の背景を捉



え、人材との協働をすすめる重要性が明らかにされたことにより、支援者に具体的な指針を提供
し、支援の質を向上させることが期待される。 
 

ॕॖ今後の課題として 
Education For All が叫ばれた 1990 年、開発のパラダイムが経済開発から人間開発へと大きく
転換し、ケイパビリティアプローチに依拠した『人間開発報告書』の発刊がはじまった。日本語
教育支援は、国際協力の文脈で行われてきたものの、言語と開発については英語のような使用人
口の多い言語での研究がすすむ一方で、国際開発の言語とされない少数派の言語は研究対象と
されてこなかった。人間開発において、言語教育がどのように関わるのか、すなわち言語教育は
人々にどのように寄与するかは、本研究から生まれた新しい研究テーマであり、海外／国内関わ
らず重要なテーマである。 
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